
国
産
資
源
に
乏
し
く
、
化
石
燃
料
の
大
部
分
を
輸

入
に
頼
る
日
本
。
電
力
の
安
定
供
給
、
経
済
性
、
環

境
性
を
同
時
に
達
成
し
、
さ
ら
に
一
定
の
電
力
品
質

を
維
持
し
続
け
る
た
め
に
は
、
多
様
な
電
源
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
が
カ
ギ
に
な
る
。
１
つ
で
す
べ
て
を

満
た
せ
る
万
能
な
電
源
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
強
み

と
弱
み
が
あ
る
か
ら
だ
。
電
力
品
質
を
維
持
す
る
仕

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
前
回
に
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
発
電
方
式
の
特
徴
と
役
割
な
ど
に
つ
い
て
解
説
す

る
。

火
力
発
電

〜
震
災
後
は
電
力
供
給
の
屋
台
骨
を

支
え
る

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
後
、
発
電
量
に
占
め
る
火
力
発
電
へ
の
依
存
度
は

急
激
に
高
ま
り
、
２
０
１
６
年
度
は
約
８１
％
と
な
っ

た
。
な
か
で
も
、
発
電
量
が
急
増
し
た
の
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
天
然
ガ
ス
）火
力
だ
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
メ
タ
ン
を
主

成
分
と
し
た
天
然
ガ
ス
で
、
海
路
で
効
率
よ
く
運
搬

す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
度
ま
で
冷
却
・
液
化

し
、
体
積
を
約
６
０
０
分
の
１
に
減
ら
し
た
状
態
で

輸
入
さ
れ
て
い
る
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
は
、
石
油
や
石
炭
に
比
べ
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
が
少
な
い
。
ま
た
、
採
掘
地
域
が
中
東
の
ほ
か

オ
セ
ア
ニ
ア
や
ロ
シ
ア
な
ど
幅
広
く
、
調
達
の
安
定

性
に
優
れ
て
い
る
。
ガ
ス
田
の
開
発
に
は
コ
ス
ト
が

か
か
る
た
め
、
一
定
量
を
長
期
的
に
安
定
し
て
引
き

取
る
契
約
が
基
本
だ
が
、
近
年
は
短
期
の
ス
ポ
ッ
ト

市
場
で
の
調
達
も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

震
災
後
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
と
も
に
存
在
感
を
高
め
て
い

る
の
は
石
炭
火
力
だ
。
石
炭
は
可
採
年
数
１
１
４
年

（
２
０
１
５
年
末
）と
埋
蔵
量
が
多
く
、
そ
の
分
布
地

域
も
広
い
。
価
格
も
比
較
的
低
水
準
で
安
定
し
て
い

る
が
、
発
電
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
燃
料
に
比
べ

Ｃ
Ｏ
２

や
Ｎ
Ｏ
ｘ（
窒
素
酸
化
物
）
の
排
出
量
が
多
い

ほ
か
、
Ｓ
Ｏ
ｘ（
硫
黄
酸
化
物
）
な
ど
も
発
生
さ
せ
る

た
め
、
発
電
所
に
は
そ
う
し
た
環
境
対
策
に
必
要
な

設
備
を
設
置
し
て
い
る
。

震
災
以
前
、
石
炭
火
力
は
そ
の
調
達
の
安
定
性
や

経
済
性
を
活
か
し
、
原
子
力
と
と
も
に
供
給
力
を
支

え
る
ベ
ー
ス
電
源
と
し
て
一
定
の
運
転
を
続
け
て
き

た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
需
要
変
動
に
応
じ
て
出
力
を

調
整
す
る
ミ
ド
ル
電
源
と
し
て
、
電
力
供
給
の
一
翼

を
担
っ
て
き
た
〔
図
表
１
参
照
〕。
し
か
し
現
在
は
、

震
災
前
に
原
子
力
が
担
っ
て
い
た
役
割
を
石
炭
と
Ｌ

Ｎ
Ｇ
が
稼
働
を
大
幅
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
電
力
供

給
を
支
え
て
い
る
。

点
検
時
期
の
繰
り
延
べ
や
点
検
期
間
の
短
縮
な
ど

に
よ
り
、
高
稼
働
が
続
く
火
力
発
電
が
震
災
後
の
電

力
供
給
を
支
え
て
き
た
が
、
古
い
設
備
に
は
故
障
リ

ス
ク
の
懸
念
が
あ
り
、
１
日
も
早
く
供
給
安
定
性
や

経
済
性
・
環
境
性
に
優
れ
た
原
子
力
を
、
安
全
確
保

を
大
前
提
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

火
力
発
電
の
新
た
な
課
題

〜
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
力
変
動

の
調
整
役
機
能
が
さ
ら
に
重
要
に

現
在
、
電
力
供
給
の
主
役
を
務
め
て
い
る
火
力
発

電
だ
が
、
電
気
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
新
た
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

そ
の
１
つ
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
力
変

動
の
調
整
役
と
し
て
の
役
割
の
増
加
だ
。
電
力
の
品

質
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
瞬
時
瞬
時
に
変
化
す
る

消
費
量
に
対
し
、
発
電
量
を
常
に
一
致
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
が
、
特
に
太
陽
光
発
電
の
急
増
に
よ
り
、
昼

間
の
天
候
の
変
化
に
伴
う
出
力
変
動
が
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
電
力
需
要
の
少
な
い
春
や
秋

の
休
日
な
ど
で
は
、
太
陽
光
発
電
の
ウ
エ
ー
ト
が
高

ま
る
こ
と
が
あ
り
、
周
波
数
や
電
圧
を
適
正
に
保
つ

た
め
、
比
較
的
コ
ス
ト
の
安
い
最
新
鋭
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火

力
や
石
炭
火
力
ま
で
発
電
を
絞
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

況
を
迎
え
て
い
る
。
結
果
、
設
備
稼
働
率
や
発
電
効

率
を
低
下
さ
せ
、
経
済
性
を
低
下
さ
せ
る
事
態
を
招

い
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
の
一
方
で
、

そ
れ
を
支
え
る
火
力
の
経
済
性
低
下
に
つ
い
て
、
国

の
審
議
会（
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
貫
徹
の
た
め
の
政

策
小
委
員
会
）で
考
え
方
が
整
理
さ
れ
、
現
在
、
電

力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
な
ど
で
新
た
な
仕
組
み
づ

く
り
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

も
う
１
つ
の
課
題
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
低
減

だ
。電
力
会
社
や
新
電
力
な
ど
４２
の
電
力
事
業
者（
電

気
事
業
低
炭
素
社
会
協
議
会
）は
、
２
０
３
０
年
度

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク

ス
）を
踏
ま
え
、
自
主
的
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
目
標（
１

kWh
あ
た
り
０
・
３７
�
程
度
）を
設
定
し
て
い
る
。
２

シ
リ
ー
ズ

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
現
状
と
課
題
４

発
電
方
式
の
特
徴
と
役
割

電
気
事
業
連
合
会

※日本のエネルギー事情
や現場の取り組みなど
に関する動画はこちら
のQRコードからアク
セスできます（エネル
ギー関連動画 fepc
channel）。

図表１ それぞれの電源の特性を活かした発電を行っている

出所：エネルギー基本計画（２０１４年４月）より電事連作成
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０
１
６
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
、
１

kWh
あ
た
り
０
・
５
１
６
�（
速
報
）と
な

り
、
一
部
の
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

や
最
新
鋭
の
高
効
率
火
力
の
導
入
を
継

続
的
に
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
前
年

度
か
ら
減
少
し
た
。
目
標
達
成
に
向
け
、

原
子
力
の
さ
ら
な
る
再
稼
働
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
進
め
る
と
と

も
に
、
火
力
発
電
の
技
術
革
新
も
進
め

て
い
る
〔
図
表
２
参
照
〕。

特
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
比
較
的
多
い

石
炭
火
力
で
は
、
蒸
気
を
従
来
よ
り
も

高
温
・
高
圧
に
し
て
発
電
す
る
Ｕ
Ｓ
Ｃ

（
超
々
臨
界
圧
）発
電
方
式
の
導
入
が
各

地
で
進
む
。
発
電
効
率
が
上
昇
す
る
と
、

よ
り
少
な
い
燃
料
で
発
電
が
で
き
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
削
減
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、

石
炭
を
ガ
ス
化
し
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を

回
す
と
と
も
に
、
排
熱
を
回
収
し
て
つ

く
っ
た
蒸
気
に
よ
っ
て
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

も
回
す
２
段
階
の
発
電
方
式
で
あ
る
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ（
石

炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
）な
ど
の
取
り
組
み
も
進
ん
で

お
り
、
中
国
電
力
と
電
源
開
発
が
共
同
出
資
す
る
大

崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
は
広
島
県
大
崎
上
島
町
に
建
設
し

た
実
証
試
験
炉
に
お
い
て
試
験
運
転
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
石
炭
の
弱
点
を
克
服
す
る

カ
ギ
と
な
る
〔
図
表
３
参
照
〕。

水
力
発
電

〜
経
済
性
と
環
境
性
の
高
さ
で
再
評
価
・

出
力
増
加
へ
取
り
組
み
拡
大
・
再
エ
ネ

調
整
役
と
し
て
の
役
割
も

河
川
の
水
を
活
用
す
る
純
国
産
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
水
力
発
電
は
、
太
陽
光
や
風
力
同
様
、

発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
。
燃
料
費
が
不
要

で
安
定
性
も
高
く
、
活
用
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
こ

の
た
め
高
効
率
な
水
車
へ
の
取
り
換
え
な
ど
、
技
術

革
新
を
活
か
し
て
既
存
発
電
所
の
出
力
を
増
加
す
る

取
り
組
み
が
全
国
的
に
進
ん
で
い
る
。

運
転
方
法
の
見
直
し
に
よ
る
出
力
増
加
も
あ
る
。

２
０
１
３
年
、
水
を
発
電
設
備
に
送
る
導
水
路
な
ど

既
設
設
備
の
機
能
に
余
裕
の
あ
る
水
力
発
電
所
の
最

大
取
水
量
を
変
更
す
る
た
め
の
手
続
き
が
簡
素
化
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
電
力
各
社
で
は
取
水
量
を
増

や
す
こ
と
で
最
大
出
力
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
高
い
ダ
ム
を
有
す
る
水
力
発
電
所
で
は
、

突
然
の
降
雨
に
よ
る
流
量
の
急
激
な
増
加
に
備
え
、

ダ
ム
の
水
位
に
裕
度
を
も
っ
て
管
理
し
て
い
る
が
、

降
雨
予
測
の
精
度
向
上
に
基
づ
き
ダ
ム
の
水
位
を
安

全
に
配
慮
し
つ
つ
効
率
よ
く
上
昇
さ
せ
、
発
電
量
を

増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
発
電
余
力
を
使
っ
て
水
を
く
み
上
げ
、
必

要
な
時
に
水
を
落
と
し
て
発
電
す
る
揚
水
式
発
電
は
、

従
来
夜
間
に
水
を
く
み
上
げ
、
昼
間
に
水
を
落
と
し

て
発
電
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、
日
中
余
っ
た
太
陽

光
の
電
気
を
用
い
て
水
を
く
み
上
げ
る
ケ
ー
ス
も
出

て
き
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
整
役
と

し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

〜
純
国
産
資
源
へ
の
期
待

特
性
を
活
か
し
た
活
用
を

２
０
３
０
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
水
力
含
む
）の
導
入
目

標
は
２２
〜
２４
％
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
太
陽
光

や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、他
の

電
源
に
比
べ
て
コ
ス
ト
が
高
い
も
の
の
、発
電
時

に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
せ
ず
、
燃
料
費
も
か
か
ら
な

い
貴
重
な
資
源
。電
力
各
社
で
は
、自
社
設
備
へ

の
導
入
や
グ
ル
ー
プ
会
社
に
よ
る
開
発
も
進
め

て
お
り
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
大
型
風
力
、地
熱
発

電
等
の
新
規
開
発
な
ど
も
全
国
で
進
め
て
い
る
。

一
方
で
、
天
候
の
変
化
な
ど
に
よ
る
出
力
変

動
、
資
源
の
偏
り
な
ど
に
よ
る
発
電
所
の
偏
在

な
ど
も
あ
り
、
導
入
拡
大
と
と
も
に
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
全
体
に
与
え
る
影
響
も
増
し
て
い
る
。

電
力
の
安
定
供
給
や
電
力
品
質
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
火
力
や
揚
水
式
水
力
な
ど
出
力

調
整
が
可
能
な
電
源
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

い
く
と
同
時
に
、
変
動
を
吸
収
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
電
力
各
社
が
連
携
し
、
地
域
を
越

え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
用
や
需
給
調
整
の
取
り

組
み
な
ど
、
新
た
な
調
整
機
能
の
役
割
も
重
要

に
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
火
力
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
焦

点
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

特
徴
や
取
り
組
み
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。
次
回
は
、「
原
子
力
」
の
特
徴
や
安
全

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
解
説

す
る
。

エネルギー基本計画の議論スタート
２０１４年に策定された現行のエネルギー基本計画について、あらためて政府内での検討が始まった。「概ね３年」
で検討を加えるとのタイミングを迎え、８月９日に総合資源エネルギー調査会（経済産業相の諮問機関）基本政策分
科会（分科会長＝坂根正弘小松製作所相談役）の今年度初回会合が開かれた。今後、２０３０年に向けたエネルギー政策
上の課題や取り組みなどについて議論が進められることになる。
また、経済産業省は、パリ協定を踏まえた２０５０年の温室効果ガス排出８０％削減の長期目標も視野に入れた方向性
を探る場として「エネルギー情勢懇談会」を設けており、８月３０日に初回会合が開かれた。
２つの場で並行して検討を行い、年度内に取りまとめを目指す予定となっている。わが国のエネルギー政策の基
本的な考え方であるＳ（安全性）＋３Ｅ（供給安定性、経済性、環境性）の同時達成に向け、どのように課題を克服し、
取り組みを進めていくのか検討が進められる。
東日本大震災以降の火力発電への依存や、それに伴うエネルギー自給率の低下により、日本のエネルギーは、世
界の政治情勢や市場価格の変動影響を受けやすい状態となっている。また、再生可能エネルギーの導入拡大に伴う
課題も浮き彫りになっており、国民負担や技術的課題などの観点を含め、現実的な議論が求められる。

Energy & NumberColumn
出所：次世代火力発電に係る技術ロードマップ（２０１６年６月）より電事連作成

図表２ 経済性向上と環境負荷低減に向けて火力発電技術の
開発が進む

図表３ ２段階の発電方式によりさらなる効率化が見込まれる

出所：NEDOホームページより電事連作成
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